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本稿では、 2012年 5月 13日の太陽中央部に存在した活動領域NOAA 11476 の黒点と
フィラメントにおいて偏光分光観測を行なった結果を述べる。
太陽黒点は磁束管による光球面の切り口であり、その性質の一つとして持続的な振動現
象がある (Beckers and Tallant, 1969)。この観測は、表面の明るさの変化や運動として観
測される。光球での振動はその下層での対流に因ると説明され、 5分の周期 (∼ 3.3 mHz)
を示す。より上層では、暗部振動は cutoﬀ 周波数により 5分の周期は伝わらず彩層で 3分
の周期 (∼ 6-7 mHz)を示すが、半暗部では磁場の傾斜により 5分の周期を示す (e.g., Lites,







HeI 10830 A˚における Stokes Vでの偏光度の時間変化と各スリット位置での振動の周期
を表した図。赤点線は暗部境界を示す。
上記の活動領域の黒点及びフィラメントを DSTで赤外偏光分光観測し、得たデータを
Stokes IQUV に分離し、HeI 10830.3 A˚(彩層上部)を使用した。その理由として He 線は
波長が長く、ランデ因子が大きいため、Zeeman効果を観測しやすいという特徴を持つか
らである。下図左は HeI 10830.3 A˚における Stokes V での強度時間変化を表す。暗部か
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ら半暗部へ振動が遅れて伝播しているのが分かる (赤点線は暗部境界)。またフィラメント
(30 arcsec 付近)でも振動が見える。このデータを FFTで周波数に変換した結果を下図右
に示す (赤点線は暗部境界)。暗部で 3分振動しており、半暗部で 5分振動している。フィ
ラメントはより長周期の振動であることが分かる。
He線放射形成層における磁場診断には Hanle効果と Zeeman効果を用いた彩層・プロ
















(野澤 恵、大川 明宏、澤田 真平 (茨城大学) 記)
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